
(岡崎市・幸田町) しんかい正春

現物」そして「安全はすべてに優先」～

新年明けましておめでとうこざいます
皆様方には、穏やかな清々しい新年をお迎えのことと存じます。また、日頃は温かいこ

支援。こ協力とともにこ指導を賜わり、心より感謝申し上げます。昨年度は全国各地で大

きな災害が発生し、防災の大切さを痛感いたしました。今年も「現地現物」「安全はすべて

に優先Jをスローガンに、皆様方との話し合いを大切にしながら地域課題の把握に努め、

市・町との連携を図り広域的な課題の解決にも取り組んでまいります。そして、議会や議

員本来の活動をしつかりと分かりやすくこ報告させていただきます。

本年が皆様方にとりまして、素晴らしい年になりますことをこ祈念申し上げます。

県議会議員 新 海 正 春

1.身近な道路施設の維持管理について

① 街路樹の維持管理

(質問)

街路樹は豊かな街づくりに大きな役害」を果たして

いるが、その維持管理にどのように取り組んできた

か。また、60年が経過し老朽化や弊害も出ている
中、今後どのように取り組んでいくのか。

(回答)

道路景観の美化はもとより、通行する車両や歩行

者が信号や標識を視認することができるよう、道路

パト□―ルの一環として日々の点検をするとともに、

3年に1度の害」合で剪定作業を行つている。

地域の特性に適した樹種の選定に努め、街路樹が

身近な緑として愛されるよう、定期的な診断を継続

実施し、治療や再生にも取り組んでいきたい。

② 横断歩道橋の維持管理

(質問)

高度経済成長から半世紀、当時建設された横断歩

道橋は50年を経過しつつある。放置すれば塗装だ

けでなく、歩道橋本体の補修や更新の必要が生じ、

維持管理費の増大が懸念される。現在および今後、

どのように取り組むのか。

(回答)

平成26年度からの定期点検により、早期措置の

損傷が認められたものについては直ちに修繕に着手

し、5年間で完了させる集中治療に取り組んでいる。

その後は、予防保全型の維持管理を一層推進し、

修繕や更新を極力回避していきたい。修繕工事を実

施する場合は、部分塗装による機動的な修繕や、腐食

の原因となる箇所の防水処理による予防など、より効

率的な修繕に努め、長寿化を図つていく。

(要望)

ネーミングライツ活用による財源確保に努めてほしい。

2.軽度・中等度難聴児に対する支援について
(質問)

学校や地域で楽しく学び、安心して暮らせるように

するため、身体障害者手帳の交付対象とならない軽

度・中等度難聴児に対する支援について、県はどの

ように考えているのか。

(回答)

本県では、障害のある方との意思疎通を円滑に行う

環境づくりを促進していくため、平成28年 10月 に「手

話言語の普及及び障害の特性に応じたコミュニケー

シ∃ン手段の利用の促進に関する条例」を制定した。

こ指摘の補聴器の早期装着は、難聴児にとつてコ

ミュニケーション能力を格段に向上させ、意思疎通

相滑にするものど
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難聴児に対する支援制

度の倉」設について、市

町村と連携 協力しな

がらしっかりと検討して

いく。

※新海議員の一般質問が

新間に取り上げられました。

一般質問に立つ新海議員

12月議会で一般質問をしました①



将来を見据え、現実を直視し、地道に取り

土壌汚染により暫定供用 (一方通行)であつたが、建設用地の

汚染除去で対面通行で供用開始 (H28年 ]0月 に完成 )

鹿乗川 安藤川の護岸工事、o1/川・鉢地川の浚渫工事に取り組

んでいきます。

岡崎碧南線 ×衣浦岡崎線の

交差点(一方通行)の改良

拡大首脳会議出席の各国大統領等の

愛知 0名古屋歓迎レセプション

管理河川の損傷状況調査の実施と改修

ノーベル賞受賞者 天野浩先生と 第九代からくり人形師 玉野庄兵衛様と

護岸工事が決定 以前の様子  現在、改修中

ジビエ猪鹿工房山恵の視察 瑞穂スタジアムの建て替え調査

3.県営住宅の集会所の整備について

(質問)

県営住宅の集会所で使用される什器備品は、入居

者の負担により自治会で設置しなければならない。し

かし、近年の温暖化によりエアコンの設置は不可欠と

なつている。地域コニュニティ形成の場として期待の

大きい集会所の整備をどのように進めていく/Dh。

(回答)

県営住宅の集会場は、住戸数に応じた一定の基準

に基づき整備を進めている。市町村の福祉施策等と

連携しながら、自治会の意向や地域の活動に応じた

整備に努め、地域コミュニティの活性化に繋げてい

きたい。
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・ 自動車諸税の見直し等

12月議会で二般質問をしました②


